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編　集　後　記
　

　どのような目的をもった活動であれ，その活動を次のステップに活かしていくためには，ある段階でその効果を合理的に

評価しなければならない．とくにそれらの活動が国や地方自治体によって行われるものである場合，その評価にあたっては

科学的情報（データ）の蓄積とその客観的分析が必要不可欠である．

　２０００年に始められた第３次国民健康づくり運動（いわゆる健康日本２１）については，今年度のうちにある程度の評価がな

され，その評価に基づいて次の第４次国民健康づくり運動に向かおうとしているところである．本号の特集では，地域にお

いて今後実施する健康モニタリングの評価・見直しの際に重要な科学的根拠となる健康・栄養調査について，その意義や課

題を様々な観点から整理している．

　健康にかかわる科学的情報の多くは，何らかの調査研究を通じて蓄積されていくものであるが，これらの情報が有効に健

康施策や事業に活かされ，最終的には国民の健康増進に役立つことが重要である．しかし，その過程には多様な現実的問題

が存在しており，それらの問題を１つずつクリアしていかなければ，調査研究の結果が人々の健康に結びつくことは難しい．

本特集で述べられている内容は，今後の国民の健康増進に関わる様々な現実的課題を解決していくうえで多くの示唆を与え

るだけでなく，健康事業の評価を次のステップへつなげるプロセスの中で，科学がどのように活かされていくのかを示す典

型的な事例となりうるであろう．
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